
八重山地域におけるサンゴ被度とオニヒトデ発生状況
（平成２８年度モニタリングサイト1000報告書より）

参考資料３

①サンゴの被度・生育型

【石垣島周辺海域】

②白化率

平均サンゴ被度の推移

平均白化率５６％
平均死亡率１２％

平均サンゴ被度２０％
サンゴ被度最高値７０％
※昨年度比と変化なし

・１９９８年 大規模白化
・２０００～２００６年 サンゴ増加傾向
・２００７年 大規模白化
・２０１０年 オニヒトデによる食害
・２０１２年 オニヒトデ減少傾向
・２０１６年 大規模白化

オニヒトデは２０１２年～減少傾向にあるが、
サンゴ被度は回復傾向を見せていない。



②オニヒトデの生息状況

昨年度に引き続き、
いずれの地点でも個体及び食痕は
確認されなかった。

2011年にピークを迎え、2012年より減少傾向。
2015年、2016年と個体の確認はされていない

ため、石垣島周辺における大発生のピークは
過ぎたと考えられる。

石西礁湖周辺サンゴの被度・生育型

【石西礁湖周辺及び西表島周辺海域】
①サンゴの被度・生育型



西表島周辺サンゴの被度・生育型

全調査地点（石西礁湖及
び西表島）における
平均サンゴ被度は２０％

↓
平成２７年度

サンゴ被度４０％と比較す
ると半減したこととなる

「不良」地点数＝大幅に増加
「やや不良」「優良」地点数＝減少

「良」＝大幅に減少



②オニヒトデの生息状況と優占サイズ
石西礁湖周辺

１２５調査地点中８地点にて個体確認
（昨年度４０地点よりも大きく減少）

↓
全地点において通常分布
（通常分布＝０～２個体）

西表島周辺

③白化率
石西礁湖周辺 西表島周辺

全地点における平均白化率９６％
全地点における平均死亡率４９％



１９９８年の世界的な大規模白化減少以降、
最大規模かつ最も深刻な被害

↓

１２５調査地点中、１２３地点において白化率が７５％以上で
あり、７５％未満の地点はわずか２地点であったことからも、
調査海域全域で大規模な白化現象が起こったことが分かる。


